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【
研
究
ノ
ー
ト
】エ

ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
生
涯
と
業
績

高　

木　

昌　

史

序

イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
で
有
名
な
美
術
史
家
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
が
残
し
た
業
績
は
、
あ
ま
り
に
も
偉
大
か
つ
膨
大
で
、
ジ
ャ

ン
ル
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
殆
ど
不

可
能
に
近
い
。
本
稿
は
、
彼
の
生
涯
の
足
跡
を
辿
り
、
そ
の
著
作
を

系
統
別
に
整
理
し
、
仕
事
の
お
お
よ
そ
の
輪
郭
を
描
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
奥
深
い
世
界
に
分
け
入
る
糸
口
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
で

あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
系
の
ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ナ
チ
ス
の

時
代
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
も
同
地
に
留
ま
っ
て
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼

の
活
動
は
大
き
く
亡
命
の
前
と
後
に
大
別
さ
れ
る
。
著
作
も
、
亡
命

前
は
ド
イ
ツ
語
、
亡
命
後
は
大
部
分
が
英
語
で
書
か
れ
た
。
わ
が
国

で
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
代
表
的
著
作
は
殆
ど
が
翻
訳
出
版
さ
れ
て

い
る
が
、
ド
イ
ツ
時
代
の
論
文
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多

い
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
主
に
、
亡
命
前
の
著
作
と
論
文
を

詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
稀
代
の
美
術
史
家
の
原
点
を
知
る
た
め
に
、

ま
た
そ
の
後
の
彼
の
足
跡
を
辿
る
上
に
も
、
そ
れ
は
多
く
の
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。



196

一　

生
涯

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ーE

rw
in Panofsky

は
、
一
八
九

二
年
三
月
三
十
日　

ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
に
生
ま
れ
た
。
父
親

ア
ル
ノ
ル
ト
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
（
シ

レ
ジ
ア
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
）
出
身
の
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
（
ア
シ
ュ
ケ

ナ
ー
ジA

schkenasi

）、
母
親
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
リ
エ
・
ゾ
リ
ン
グ
は
ス

ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
ユ
ダ
ヤ
人
（
セ
フ
ァ
ル
デ
ィSephardi

）

で
、
い
ず
れ
も
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
一
年
、
一
家
は
ベ
ル
リ
ン
へ
移
住
し
、
一
九
一
〇
年
に
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
は
高
等
学
校
卒
業
試
験
の
後
、（
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
の
）

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
法
律
学
を
学
ん
だ
が
、
す
で
に
最
初
の
学
期

に
、
美
術
史
専
攻
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ェ
ー

ゲW
ilhelm

 Vöge

の
デ
ュ
ー
ラ
ー
講
義
「
ロ
ザ
リ
オ
の
祝
祭
」
を

聴
講
し
、
次
の
学
期
を
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
終
え
た
後
、
美
術
史
に
専

攻
を
変
え
、
続
く
学
期
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
美
術
史
と
考
古
学
を

学
ん
だ
。
翌
一
九
一
一
年
、
新
た
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
美
術
史
を
勉

強
し
（
当
時
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ンH

einrich W
ölfflin

、

ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
トA

dolph G
oldschm

idt

等
が
教
え

て
い
た
）、
同
時
に
、
哲
学
を
熱
心
に
研
究
し
た
。

一
九
一
三
年
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
グ
リ
ム
財
団
の
コ
ン
テ
ス

ト
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
イ
タ
リ
ア
の
美
術
理
論
家
、
と
り
わ
け
レ
オ

ナ
ル
ド
［
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
］
と
の
関
係
」
を
視
野
に
入
れ
た
懸
賞

問
題
に
応
募
し
て
合
格
、
一
学
期
を
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
過
ご
し

た
後
、
一
九
一
五
年
、
当
地
で
、『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
芸
術
理
論
』D

ie theoretische K
unstlehre A

lbrecht D
ürers

（『
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
美
学
』D

ürers A
esthetik

）
に
関
す
る
論
文

―
懸
賞
論
文
の
一
部

―
に
よ
っ
て
学
位
を
取
得
す
る
。
同
論
文

は
『
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
理
論
、
と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
人
の
芸
術
理
論

と
の
関
係
か
ら
』D

ürers K
unsttheorie, vornehm

lich in ihrem
 

Verhältnis zur K
unsttheorie der Italiener 

の
題
名
で
、
一
九

一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。

学
問
上
の
師
の
中
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル
ト

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
並
ん
で
特
に
博
士
論
文
の
指
導
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

フ
ェ
ー
ゲ
に
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
学
生
時
代
か
ら
ア
メ

リ
カ
亡
命
の
時
期
に
至
る
ま
で
、
彼
は
バ
ロ
ッ
ク
と
マ
ニ
エ
リ
ス
ム

の
研
究
者
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー W

alter 
Friedlaender

―
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
助
教
授
と
し
て
教
え
て

い
た

―
と
親
密
な
友
情
を
結
ん
だ
。
ま
た
学
位
取
得
後
、
ベ
ル
リ
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ン
大
学
の
美
術
史
と
考
古
学
の
演
習
に
参
加
し
、
ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル

ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ゼ
ミ
で
ド
ー
ラ
（
ド
ロ
テ
ー
ア
）・
モ
ッ
セD

ora 

（D
orothea

） M
osse

と
知
り
合
い
、
一
九
一
六
年
、
彼
女
と
ユ
ダ

ヤ
式
の
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
ド
ー
ラ
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
よ
り
七
歳
年

長
で
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
生
活
環
境
で
育
っ
た
。
ち
な
み
に
、
彼
女

は
、
最
初
の
日
本
国
憲
法
（
大
日
本
帝
国
憲
法
、
一
八
八
九
年
）
の

立
案
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
父
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
ッ
セ
と
共

に
、
幼
少
期
を
日
本
で
過
ご
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
一
九
一
一
年
、
志
願
兵
と
し
て
兵

役
に
服
し
た
が
、
一
九
一
五
年
、
落
馬
事
故
に
見
舞
わ
れ
、
以
後
は

任
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
一
七
年
、
彼
は
カ
ッ
セ

ル
の
軍
管
区
司
令
部
に
召
集
さ
れ
、
妻
と
共
に
当
地
へ
引
っ
越
し
、

翌
一
九
一
八
年
に
は
新
た
に
ベ
ル
リ
ン
に
移
動
さ
せ
ら
れ
、
一
九
一

九
年
に
兵
役
を
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
カ
ッ
セ
ル
で
長
男
ハ
ン

ス
、
ベ
ル
リ
ン
で
次
男
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
、
二
十
八
歳
と
な
っ
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
教
授
資

格
を
取
得
す
る
よ
う
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
勧
誘
さ
れ
る
。
新
設

さ
れ
た
美
術
理
論
の
研
究
室
に
、
当
大
学
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
を
呼
び

た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
研
究
に
か
ね
て
注
目
し
て

い
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
館
館
長
の
グ
ス
タ
フ
・
パ
ウ
リ
が
そ
の
仲
介

の
労
を
取
っ
た
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
文
庫
と
そ
の
創

始
者
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
クA

by W
arburg

（
一
八
六
六
―
一

九
二
九
）
を
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
一
九
一
五
年
の
研
究
旅
行
の
際
に

す
で
に
知
っ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
に
関
す
る
論
文
で
教
授
資
格
を
取
得
、
無
給
大
学
講
師
と
し

て
勤
務
し
始
め
、
数
年
間
は
学
術
上
の
臨
時
雇
い
の
給
与
を
受
け

取
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
六
年
、
正
教
授
と
な
っ
た
彼
は
、
ベ
ル
リ

ン
大
学
の
ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
お
よ
び
ハ
レ
大
学
の
パ

ウ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ルPaul Frankl

と
並
ん
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
出
身
の

美
術
史
講
座
担
当
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

一
九
二
〇
年
か
ら
ナ
チ
ス
を
逃
れ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
住
す

る
一
九
三
三
年
ま
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
き
わ

め
て
実
り
多
い
教
育
と
研
究
の
年
月
を
過
ご
し
た
。
こ
の
間
に
彼

は
、
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
、
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
、
十
五
世
紀
ド
イ
ツ

絵
画
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
約
四
十
篇
の
学
位
論
文
を
指
導
し

た
。
そ
の
後
も
、
彼
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
時
代
の
学
生
た
ち
、
ま
た
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
へ
移
住
し
た
美
術
史
家
ら
と
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
固
い

友
情
で
結
ば
れ
た
。

一
九
二
九
年
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
か
ら
招

聘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
辞
退
し
、
二
年
後
の
一
九
三
一
年
秋
、
今
度
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は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
か
ら
、
一
学
期
間
、
客
員
教
授
と
し
て
招
待

さ
れ
、
そ
れ
を
受
諾
す
る
。
彼
の
講
義
が
評
価
さ
れ
、
以
後
三
年
連

続
し
て
、
彼
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
学
期
ず
つ
交
互

に
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
三
年
春
、
ナ
チ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
を

公
職
か
ら
追
放
し
た
と
き
、
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
で
、
電
報

に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
解
雇
を
伝
達
さ
れ
た
。
彼
は
、
急
遽
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
に
戻
る
が
、
元
の
職
場
に
復
帰
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
学
生

の
博
士
号
学
位
の
た
め
の
最
後
の
口
述
試
験
を
、
特
別
の
承
諾
を
得

て
、
自
宅
で
行
っ
た
後
、
一
九
三
四
年
、
家
族
と
共
に
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
へ
移
住
し
た
。
そ
れ
は
正
し
く
危
機
一
髪
で
あ
っ
た
。
と
い
う

の
も
、
一
九
四
〇
年
代
に
、
三
十
名
以
上
の
彼
の
親
族
が
ナ
チ
ス
に

よ
っ
て
殺
さ
れ
る
か
自
殺
に
追
い
や
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
合
衆
国
で
は
当
初
、
臨
時
雇
い
の
不
安
定
な

大
学
教
師
の
職
に
就
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
は
、
個
人
の
基

金
か
ら
給
与
を
出
す
こ
と
に
異
論
が
出
さ
れ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

か
ら
も
給
与
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
人
の
息
子
の
授
業
料
は

免
除
さ
れ
た
。
翌
一
九
三
五
年
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン

に
新
設
さ
れ
た
高
等
研
究
所Institute for A

dvanced Study

の
人

文
学
研
究
部
門
の
常
任
構
成
員
に
招
聘
さ
れ
た
。
基
礎
研
究
と
学
問

的
な
連
繋
を
制
度
化
す
る
た
め
の
こ
の
機
関
で
、
彼
は
活
動
を
開
始

し
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
専
門
研
究
（
一
九
四
三
年
）、
初
期
オ

ラ
ン
ダ
絵
画
の
概
論
（
一
九
五
三
年
）
等
、
重
要
な
仕
事
を
完
成
す

る
。堪

能
な
英
語
を
駆
使
し
、
痛
烈
な
機
知
を
弄
す
る
亡
命
者
と
し

て
、
そ
の
後
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
大
西
洋
を
隔
て
た
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
活
躍
す
る
。
多
く
の
栄
誉
に
包
ま
れ
、
名
誉
教
授
と
な
っ
た
一

九
六
一
年
以
後
も
、
主
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
、
彼

は
教
育
と
研
究
を
続
け
た
。
一
九
六
五
年
、
妻
ド
ー
ラ
が
亡
く
な
る

が
、
そ
の
翌
年
、
若
い
ド
イ
ツ
人
美
術
史
家
ゲ
ル
ダ
・
ゼ
ル
ゲ
ル

G
erda Soergel

と
再
婚
し
、
一
九
六
六
年
に
ド
イ
ツ
を
旅
行
、
翌

一
九
六
七
年
に
も
公
務
で
ド
イ
ツ
を
訪
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
勲
功
章
等

を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
六
八
年
三
月
十
四
日
、
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
死
去
し
た
。
享
年
七
十
六
歳
で
あ
っ

た
。ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
亡
命
し
た
ド
イ
ツ
知
識
人

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
己
の
信
条
か
ら
、
ナ
チ
ス

政
権
下
の
祖
国
を
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
移
住
し
た
ド
イ
ツ
人

は
多
い
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
何
ら
か
の
関
わ
り
の
あ
っ
た
幾
人
か
の

当
時
の
様
子
を
覗
い
て
み
た
い
。
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先
ず
、
作
家
ト
ー
マ
ス
・
マ
ンT

hom
as M

ann

（
一
八
七
五
―

一
九
五
五
）
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
反
ナ
チ
ス
の
立
場

か
ら
、
一
九
三
六
年
に
ド
イ
ツ
国
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
一
九
三
八
年
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
移
住
し
た
。
最
初
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
人

文
学
部
門
の
客
員
教
授
と
な
り
、
そ
の
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移
っ

て
、
一
九
四
四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
獲
得
し
、
一
九
四
七
年
に

長
篇
小
説
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
』
を
刊
行
し
た
。
小
説
執
筆
に

際
し
て
、
彼
は
当
時
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
在
住
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
系

ド
イ
ツ
人
ア
ド
ル
ノ
に
協
力
を
仰
い
だ
。
マ
ン
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー

と
同
じ
頃
、
一
九
三
八
年
夏
か
ら
一
九
四
一
年
春
ま
で
プ
リ
ン
ス
ト

ン
で
暮
ら
し
た
が
、
二
人
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
知
己
で
あ
っ
た
。

社
会
哲
学
者
で
あ
り
音
楽
学
の
専
門
家
で
も
あ
っ
た
テ
オ
ド
ー

ア
・
W
・
ア
ド
ル
ノT

heodor W
. A

dorno

（
一
九
〇
三
―
一
九

六
九
）
は
、
一
九
三
三
年
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
系
教
員
の
解
任

政
策
に
よ
っ
て
教
授
資
格
を
剥
奪
さ
れ
（
当
時
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大

学
私
講
師
）、
翌
一
九
三
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

に
亡
命
し
た
あ
と
、
一
九
三
八
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
住
し
、
そ

の
頃
当
地
に
本
拠
地
を
移
し
て
い
た
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
社
会
研

究
所
の
研
究
員
と
な
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
系
の
社
会
哲
学
者
マ
ッ
ク
ス
・

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ーM

ax H
orkheim

er

（
一
八
九
五
―
一
九
七
三
）

が
主
導
し
て
い
た
研
究
所
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
の
「
ラ
ジ
オ
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
音
楽
部
門
を
担
当
す
る

が
、
そ
の
後
、
一
九
四
一
年
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
移
住
し
、
作

曲
家
を
主
人
公
に
小
説
を
書
い
て
い
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
助
力
し

た
（
前
述
）。
ア
ド
ル
ノ
に
関
し
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
後
述
の
ク

ラ
カ
ウ
ア
ー
と
の
往
復
書
簡
の
中
で
し
ば
し
ば
触
れ
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
還
し
、
ス

イ
ス
に
定
住
し
て
当
地
で
没
し
た
。
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー

は
一
九
四
九
年
に
ド
イ
ツ
に
帰
国
し
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
研
究

所
を
再
建
す
る
。

ア
ド
ル
ノ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
文
芸

批
評
家
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ンW

alter B
enjam

in

（
一
八
九

二
―
一
九
四
〇
）
は
、
一
九
三
三
年
、
パ
リ
に
亡
命
し
た
が
、
一
九

四
〇
年
に
ド
イ
ツ
軍
が
こ
の
首
都
に
接
近
す
る
と
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈

を
越
え
て
ス
ペ
イ
ン
入
国
を
目
指
し
た
。
し
か
し
不
運
に
も
国
境
で

足
止
め
さ
れ
、
結
局
、
服
毒
自
殺
を
図
っ
た
。
彼
も
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
へ
の
脱
出
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
メ

ラ
ン
コ
リ
ー
論
を
め
ぐ
っ
て
、
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
お
よ
び
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
親
し
か
っ
た
同
じ
く
ユ
ダ

ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
社
会
哲
学
者
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
トH

annah 
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A
rendt

（
一
九
〇
六
―
一
九
七
五
）
は
、
一
九
四
一
年
、
リ
ス
ボ
ン

経
由
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
脱
出
に
成
功
し
、
一
九
五
〇
年
、
同

国
に
帰
化
し
た
。
彼
女
は
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
講
義
を
行
っ
た
が
、
当

時
、
彼
女
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
初
の
女
性
教
授
と
し
て
有
名
と

な
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
も
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
宛
書
簡
の
中
で
そ
の
こ
と

に
触
れ
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
ロ
マ
ン
ス
語
文
献
学
者
の
エ
ー
リ
ヒ
・
ア

ウ
エ
ル
バ
ッ
ハE

rich A
uerbach

（
一
八
九
二
―
一
九
五
七
）
の

場
合
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
教
授
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
一
九
三

五
年
、
ナ
チ
ス
の
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
」
に
よ
っ

て
大
学
を
追
わ
れ
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
の
ト
ル
コ
国
立
大
学
に
勤
務
し
て
名
著
『
ミ
メ
ー
シ
ス
』

（
一
九
四
六
年
）
等
を
刊
行
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
住
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
で
文
芸
批
評
の
教
授
を
勤
め
（
一
九
四

九
―
一
九
五
一
）、
イ
エ
ー
ル
大
学
教
授
と
し
て
も
活
躍
し
、
一
九

五
三
年
に
妻
と
共
に
同
国
に
帰
化
、
一
九
五
七
年
に
死
去
し
た
。
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
宛
の
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
の
書
簡
の
「
註
」
に
は
、
後
者
の

『
映
画
の
理
論
』（
一
九
六
〇
年
刊
）
に
関
連
し
て
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ

ハ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
ア
ド
ル
ノ
や
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
も
親
交
の
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ

人
社
会
学
者
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ク
ラ
カ
ウ
ア
ーSiegfried 

K
racauer 

（
一
八
八
九
―
一
九
六
六
）
は
、
一
九
三
三
年
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
亡
命
し
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
映
画
を
通
じ
て
ナ
チ
ズ
ム

の
心
理
学
的
分
析
を
試
み
、
名
著
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー

ま
で
』（
一
九
四
七
年
）
を
著
し
た
が
、
彼
は
、
亡
命
後
、
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
と
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
書
簡
を
交
わ
し
た
。
そ
の
往
復
書

簡
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
関
す
る
貴
重
な
伝
記
資
料
を
提
供
し
て
く
れ

る
（Siegfried K

racauer

―E
rw

in Panofsky B
riefw

echsel 
1941 

―1966, A
kadem

ie Verlag, B
erlin, 1996

）。

以
上
、
ナ
チ
ス
の
時
代
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
亡
命
し
た
ド
イ
ツ

知
識
人
を
紹
介
し
た
。
亡
命
途
上
で
自
殺
し
た
人
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）、

戦
後
、
ス
イ
ス
（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
）
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
（
ア
ド
ル

ノ
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
）
に
帰
国
し
た
人
、
ア
メ
リ
カ
に
留
ま
っ
て

帰
化
し
た
人
（
ア
ー
レ
ン
ト
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
ク
ラ
カ
ウ

ア
ー
）、
各
人
各
様
の
人
生
を
歩
ん
だ
が
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
祖
国

に
帰
還
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

彼
を
含
め
て
、
世
界
的
に
有
名
な
思
想
家
、
文
献
学
者
、
作
家
を
受

け
容
れ
、
活
動
の
場
を
提
供
し
た
ア
メ
リ
カ
の
機
関
、
と
り
わ
け
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
お
よ
び
同
高
等
研
究
所
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
高
さ
に
は
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瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
亡
命
知
識
人
た
ち
の
拠
り
所
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
は
言
う
、

「
亡
命
の
真
の
存
在
様
式
は
異
邦
人
の
そ
れ
で
あ
る
」
と
。〈
亡
命
〉

exile

の
真
の
意
味
は
、
己
の
文
化
圏
か
ら
歩
み
出
る
自
由
を
持
つ

の
と
同
様
に
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
異
邦
の
人
々
の
心
の
中
に
入
っ

て
行
く
に
十
分
な
束
縛
の
な
い
状
態
に
あ
る
（
前
掲
「
往
復
書
簡

集
」
一
七
九
―
一
八
〇
頁
）。
で
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
場
合
は
ど

う
だ
っ
た
ろ
う
か
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
新
世
界

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
人
生
行
路
は
、
前
述
し
た
通
り
、
大
き
く
、
ド

イ
ツ
時
代
（
一
八
九
二
―
一
九
三
三
年
）
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
時
代

（
一
九
三
四
―
一
九
六
八
年
）
に
二
分
さ
れ
る
が
、
移
住
後
の
生
活

に
関
し
て
、
彼
は
著
書
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』M

eaning in the 
V
isual A

rts

（
一
九
五
五
）
の
中
で
こ
う
振
り
返
る
（
最
終
章
「
合

衆
国
に
お
け
る
美
術
史
三
十
年

―
移
住
し
た
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

印
象
」）。
一
九
三
一
年
に
、
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
招
き
で
初

め
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
以
後
三
年
間
、
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
を
往

復
し
、
一
九
三
五
年
に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
に
新
設
さ
れ

た
人
文
学
部
へ
招
聘
さ
れ
た
が
、（
以
下
、
邦
訳
か
ら
の
引
用
）「
多

く
の
移
住
学
者
と
は
ち
が
っ
て
、
幸
運
に
も
、
私
は
こ
の
国
に
避
難

者
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
賓
客
と
し
て
や
っ
て
き
た
」
と
。

ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
当
初
、
身
分
や
収
入
の
不
安
定
さ
は
あ
っ

た
も
の
の
、
彼
の
場
合
、
新
天
地
で
の
生
活
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
に

あ
ま
り
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
続
い
て
、
同
エ
ッ
セ
イ

の
中
で
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
彼
が
渡
米
す
る
直
前
の
十
年
間
（
一
九

二
三
―
一
九
三
三
年
）
を
ア
メ
リ
カ
美
術
界
の
「
黄
金
時
代
」
と
呼

び
、
こ
う
語
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
は
「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
美

術
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
、
中
世
美
術
に
お
け
る
厳
密
な
学
風
の
恒

久
的
伝
統
」
が
そ
の
間
に
形
成
さ
れ
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
も
、

「
熱
心
な
知
識
欲
旺
盛
な
若
者
」
の
数
が
増
え
て
、
合
衆
国
は
活
況

を
呈
し
て
い
た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
史
家
た
ち
は
国
家
的
・
地

域
的
境
界
に
よ
っ
て
考
え
て
ゆ
く
よ
う
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
こ
の
よ
う
な
境
界
な
ど
は
な
か
っ
た
」。

ア
メ
リ
カ
の
美
術
史
家
は
「
偏
見
で
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
見

透
し
の
き
く
展
望
」
の
お
蔭
で
、「
過
去
」
も
「
現
在
」
も
「
正
し

く
見
る
」
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
も
う
一
つ
、
ア
メ
リ
カ
で
重
要
な
発
見
を
す

る
。
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
相
違
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
美
術
史
の

著
作
の
語
彙
は
「
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
で
は
他
の
国
々
よ
り
も
い
っ
そ
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う
複
雑
か
つ
精
密
」
で
、
つ
い
に
は
「
洞
察
困
難
な
専
門
語
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
ド
イ
ツ
語
で
教
育
を
受
け
た
美

術
史
家
は
、
自
分
の
思
想
を
英
語
で
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
に

は
、
み
な
自
分
自
身
の
辞
書
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」。

ド
イ
ツ
語
の
術
語
は
「
必
要
以
上
に
難
解
」
か
「
ま
っ
た
く
不
正

確
」
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。
例
え
ば
、
一
般
に
「
戦
術
的
」
を

意
味
す
る
ド
イ
ツ
語taktisch
や
「
絵
の
よ
う
な
」m

alerisch

に

は
何
種
類
も
の
意
味
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
を
母
国
語
に
す
る
人
は
、

英
語
で
話
し
書
く
場
合
、
個
々
の
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
具

体
的
に
絞
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
、「
思
想
を
理
解
し
や
す
く
、
正
確
に
表
現
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
」
を
悟
っ
た
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
は
告
白
す
る
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
お
蔭
で
、
彼
は

「
一
ダ
ー
ス
の
特
殊
な
論
文
」
を
書
く
代
わ
り
に
、「
全
大
家
」
や

「
全
時
代
」
に
関
し
て
本
を
書
く
「
勇
気
」
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
、

と
。ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
異
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
思
考
の
限
界
に
気
付
き
、
新
世
界

ア
メ
リ
カ
で
新
た
な
展
望
を
獲
得
し
、
英
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
理

解
し
易
く
正
確
な
表
現
方
法
を
学
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
彼
は
ド
イ
ツ

時
代
の
精
密
な
個
別
研
究
を
、「
全
大
家
」（
例
え
ば
デ
ュ
ー
ラ
ー
）

や
「
全
時
代
」（
例
え
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
）
へ
と
展
開
す
る
「
勇
気
」

を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
最
後
に
、
彼
は
こ
う
締
め
括
る
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
移
住
し
た
美
術
史
家
は
、「
美
術
史
を
一
般
の
興
味
の

対
象
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
学
問
ら
し
い
学
問
と
し
て
も
、
よ
り

い
っ
そ
う
生
長
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
た
」
と
。
旧
世
界
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
／
ド
イ
ツ
）
の
学
問
の
種
を
新
世
界
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
の
土

壌
に
播
き
開
花
さ
せ
た
美
術
史
家
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ま
さ
し
く
そ

の
第
一
人
者
に
他
な
ら
な
い
。

二　

業
績

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
業
績
は
、『
視
覚
芸
術
の
意
味
』
の
独
訳
版

（
二
〇
〇
二
年
刊
）
の
「
目
録
」
に
よ
る
と
、
一
八
〇
点
に
も
及
ぶ
。

本
稿
で
は
ド
イ
ツ
時
代
の
も
の
を
中
心
に
、
以
下
、
そ
の
詳
細
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
初
め
に
、
主
要
著
作
（
単
行
本
）
を
、
亡

命
以
前
と
以
後
に
分
け
、
そ
の
邦
訳
も
含
め
て
列
挙
す
る
。（
便
宜

上
、
整
理
番
号
を
付
す
）
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1　

単
行
本
（
ド
イ
ツ
時
代
）

1　
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
理
論
的
芸
術
学
』（『
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
美
学
』）、
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
一
四
年　

D
ie theoretische 

K
unstlehre A

lbrecht D
ürers 

（D
ürers Ae sthetik

）. B
erlin 

1914 

（
博
士
論
文
／
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
） Inaug. 

―D
iss. Freiburg i. B

r.

2　
『
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
理
論
、
特
に
イ
タ
リ
ア
人
の
芸
術
理
論
と
の
関

わ
り
か
ら
』、
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
一
五
年　

D
ürers K

unsttheorie, 
vornehm

lich in ihrem
 Verhältnis zur K

unsttheorie der 
Italiener. B

erlin 1915.

3　
『
古
典
古
代
に
対
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
位
置　

余
論
二
篇
付
』、

ウ
ィ
ー
ン
、
一
九
二
二
年
（「
美
術
史
各
論
五
」D

ürers Stellung 
zu

r A
n
tik

e. M
it zw

e
i E

x
k
u
rse

n. W
ie

n 1922.  

（K
unstgeschichtliche E

inzeldarstellungen.5.

） （『（
ウ
ィ
ー

ン
）
美
術
史
年
鑑
』
一
、
一
九
二
一
／
二
二
年
）（W

iener
） 

Jahrbuch für K
unstgeschichte.1.1921/22.

4　
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
』（
一
九
二
二
年
／
）H

andzeichnungen 
M
ichelangelos 

（1922

）. 「
美
術
史
文
庫
」 

第
三
四
巻
（B

ibliothek 
der K

unstgeschichte.34.

）

5　
『
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
1
」
起
源
と
類
型
の
一
研

究
』（
フ
リ
ッ
ツ
・
ザ
ク
ス
ル
と
共
著
）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
／
ベ
ル

リ
ン
、
一
九
二
三
年D

ürers >
M
elencolia 1<. E

ine quellen

― 
und typengesch

ich
tlich

e U
ntersuch

ung 

（m
it F

ritz 
Saxl

）. Leipzig/ B
erin 1923. 

（『
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
文
庫
研
究
』

二
）Studien der B

ibliothek W
arburg.2.

［
邦
訳
］『
土
星
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』
田
中
英
道
監
修
訳
、
晶
文

社
、
一
九
九
一
年
（
30
参
照
）

6　
『
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
彫
刻
』、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、
一
九
二
四
年D

ie deutsche Plastik des elften bis 
dreizehnten Jahrhunderts, M

ünchen 1924, I/ II.

7　
『
イ
デ
ア
』「
古
い
芸
術
理
論
の
概
念
の
歴
史
の
た
め
の
寄
与
」、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
／
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
二
四
年　

Idea. E
in B

eitrag 
zur B

egriffsgeschichte der älteren K
unsttheorie. Leipzig/

B
erin 1924.

［
邦
訳
］『
イ
デ
ア
』
伊
藤
博
明
・
富
松
保
文
訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
四
年

8　
『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
、
お
よ
び
そ
の
他
近
代
美
術
に
お
け
る

古
典
古
代
の
主
題
』、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
／
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
三
〇
年　

H
ercules am

 Scheidew
ege und andere antike B

ildstoffe 
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in der neueren K
unst. Leipzig/ B

erin 1930.
2　

単
行
本
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
時
代
）

9　
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』「
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
に
お
け
る
人
文
主

義
の
諸
テ
ー
マ
」、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
三
九
年　

Sudies in 
Iconology. H

um
anistic T

h
em

es in th
e A

rt of th
e 

R
enaissance. N

ew York 1939.

［
邦
訳
］『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』
浅
野
・
阿
天
坊
・
塚
田
・
永

澤
・
福
部
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
上
・
下
、
二
〇
〇
二
年

10　
『
ホ
イ
ヘ
ン
ス
手
稿
と
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
芸
術

理
論
』、
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
四
〇
年　

T
he C

odex H
uygens 

and Leonardo da V
inci’ s A

rt T
heory. London 1940.

11　
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
』、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
一
九
四

三
年　

A
lbrecht D

ürer. Princeton 1943.

［
邦
訳
］『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
』
中
森
義
宗
・
清
水
忠

訳
、
日
貿
出
版
社
、
一
九
八
四
年

12　
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
』、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
一
九
四

五
年
（
改
訂
第
二
版
）

13　
『
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
、
サ
ン
・
ド
ニ
修
道
院
教
会
と
そ
の
芸
術
財
産
に
つ

い
て
』、
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
編
・
訳
・
注
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、

一
九
四
六
年　

A
bbot Suger on the A

bbey C
hurch of St.

―

D
enis and Its A

rt T
reasures. H

erausgegeben, übersetzt 
und m

it A
nm

erkungen versehen von E
rw

in Panofsky, 
Princeton 1946.

14　
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
』、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
一
九
四

八
年
（
第
三
版
）

15　
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
哲
学
』、
レ
ト
ロ
ー
ブ
、
一
九
五
一

年
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
五
七
年　

G
othic A

rchitecture 
and Scholasticism

. Latrobe 1951/ N
ew York 1957.

［
邦
訳
］『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
学
』
前
川
道
郎
訳
、
ち
く
ま

学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
一
年

16　
『
初
期
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
』「
そ
の
起
源
と
性
格
」、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
）、
一
九
五
三
年　

E
arly N

etherlandish 
Painting. Its O

rigins and C
haracter. C

am
bridge 

（M
ass.

） 
1953.

［
邦
訳
］『
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
』
勝
国
興
・
蜷
川
順
子

訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
年

17　
『
芸
術
批
評
家
と
し
て
の
ガ
リ
レ
オ
』、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
、
一
九

五
四
年　

G
alileo as a C

ritic of the A
rts. D

en H
aag 1954.

18　
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
生
涯
と
芸
術
』、
プ
リ
ン
ス
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ト
ン
、
一
九
五
五
年
（
第
四
版
）T

he Life and A
rt of 

A
lbrecht D

ürer. Princeton 1955 （4. A
uflage

）.

19　
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱　

神
話
的
シ
ン
ボ
ル
の
変
貌
』（
ド
ー
ラ
・
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
と
共
著
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
／
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
五
六
年　

P
andora’ s B

ox. T
he C

hanging A
spects of a M

ythical 
Sym

bol 

（m
it D

ora P
anofsky

）. N
ew

 York and London 
1956.

［
邦
訳
］『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
ド
ー
ラ
＆
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
、
尾
崎
彰
宏
・
阿
部
成
樹
・
菅
野
晶
訳
、
法
政
大
学
出
版

局
、
二
〇
〇
二
年

20　
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』、
ガ
ー
デ
ン
・
シ
テ
ィ
ー
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
）、
一
九
五
五
年　

M
eaning in the V

isual A
rts, G

arden 
C
ity （N

. Y.

） 1955.

［
邦
訳
］『
視
覚
芸
術
の
意
味
』
中
森
義
宗
・
内
藤
秀
雄
・
清
水
忠

訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
一
年

21　
『
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
立
美
術
館
の
プ
ッ
サ
ン
神
話
画
』、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
一
九
六
〇
年　

M
ythological Painting by 

Poussin in the N
ationalm

useum
 Stockholm

, Stockholm
 

1960.

22　
『
西
洋
美
術
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
と
複
数
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
一
九
六
〇
年　

R
enaissance and R

enascences 
in W

estern A
rts. Stockholm

 1960.

［
邦
訳
］『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
春
』
中
森
義
宗
・
清
水
忠
訳
、
思
索

社
、
一
九
七
三
年

23　
『
イ
デ
ア
』（
改
訂
第
二
版
）、
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
六
〇
年

24　
『
サ
ン
・
パ
オ
ロ
の
コ
レ
ッ
ジ
ョ
の
部
屋
の
イ
コ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
』、
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
六
一
年　

T
he Iconography of 

C
orreggio’ s C

am
era di San Paolo. London 1961.

「
ヴ
ァ
ー

ル
ブ
ル
ク
研
究
所
研
究
」
第
二
六
巻　

Studies of the W
arburg 

Institute.26.

25　
『
象
徴
形
式
と
し
て
の
遠
近
法
』
他La prospettiva com

e 
>
form

a sim
bolica< e altri scritti

（
伊
訳
版
）、
ミ
ラ
ノ
、
一
九
六
一
年

［
邦
訳
］『〈
象
徴
形
式
〉
と
し
て
の
遠
近
法
』
木
田
元
監
訳
、
哲

学
書
房
、
一
九
九
三
年

26　
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』Il significato nelle arti visive

（
伊
訳

版
）、
ト
ゥ
ー
リ
ン
、
一
九
六
二
年

27　
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』
第
二
版
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
六

二
年

28　
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
第
二
版
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
六
二
年
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29　
『
芸
術
学
の
根
本
問
題
』、
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
六
四
年　

A
ufsätze 

zu G
rundfragen der K

unst

―W
issenschaft. B

erin 1964.

［
邦
訳
］『
芸
術
学
の
根
本
問
題
』
細
井
雄
介
訳
、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
一
九
九
四
年

30　
『
土
星
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー　

自
然
哲
学
、
宗
教
、
芸
術
の
歴
史
に

お
け
る
研
究
』（
R
・
ク
リ
バ
ン
ス
キ
ー
お
よ
び
F
・
ザ
ク
ス
ル
と

共
著
）、
ロ
ン
ド
ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
六
四
年　

Saturn 
and M

elanch
oly. Studies in the H

istory of N
atural 

P
hilosophy, R

eligion and A
rt 

（m
it R. K

libansky und 
F. Saxl

）. London and N
ew York 1964. （

5
参
照
）

31　
『
墓
の
彫
刻　

古
代
エ
ジ
プ
ト
か
ら
ベ
ル
ニ
ー
ニ
に
至
る
そ
の

変
貌
』、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
六
四
年　

Tom
b Sculpture. Its 

C
hanging A

spects from
 A

ncient E
gypt to B

ernini. N
ew 

York 1964.

［
邦
訳
］『
墓
の
彫
刻
』
若
桑
み
ど
り
監
訳
、
哲
学
書
房
、
一
九
九

六
年

32　
『
墓
の
彫
刻
』G

rabplastik

（
独
訳
版
）、
ケ
ル
ン
、
一
九
六
四

年
33　
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
六
五
年
（
ハ
ー

パ
ー
・
ト
ー
チ
ブ
ッ
ク
）

34　
『
西
洋
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
と
複
数
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』（
第
二

版
）、
ウ
プ
サ
ラ
、
一
九
六
五
年

35　
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』E

ssais d’ Iconologie

（
仏
訳
版
）、

パ
リ
、
一
九
六
七
年

36　
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
生
涯
と
作
品
』La vita e 

le opera di A
lbrecht D

ürer

（
伊
訳
版
）、
ミ
ラ
ノ
、
一
九
六

七
年

37　
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
哲
学
』A

rchitecture G
othique 

et Pensée Scholastique

（
仏
訳
版
）、
パ
リ
、
一
九
六
七
年

38　
『
イ
デ
ア
』Idea

（
英
訳
版
）、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
一
九
六
八
年

39　
『
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
問
題　

大
部
分
図
像
学
的
』、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一

九
六
九
年　

Problem
s in T

itian, M
ostly Iconographic. N

ew 
York 1969. （

ラ
イ
ツ
マ
ン
講
義
2
）The W

rightsm
an Lectures.2.

40　
『
芸
術
作
品
と
そ
の
意
味
・〈
視
覚
芸
術
〉
論
集
』、
パ
リ
、
一

九
六
九
年　

L’ oeuvre d’ art et ses significations. E
ssais sur 

les>
arts visuels<. Paris 1969. （

仏
訳
版
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』）

41　
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』
ハ
ー
モ
ン
ズ
ワ
ー
ス
（
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク

ス
）、
一
九
七
〇
年
（
ペ
レ
グ
リ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
） Peregrine 

B
ooks

42　
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』Sinn und D

eutung in der bildenden 
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K
unst, D

uM
ont Verlag, K

öln,2002

（
独
訳
版
）

概
観

―
亡
命
以
前
／
以
後

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
渡
る
前
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
著
作
で
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
研
究
を
中
心
に
、
芸
術
理
論
の
歴

史
（『
イ
デ
ア
』）
等
が
主
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
が
、
移

住
後
、
彼
の
視
界
は
急
速
に
拡
大
す
る
。
先
ず
、『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
』
を
発
表
し
た
あ
と
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ

ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
』
を
ま
と
め
、『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
ス
コ
ラ
哲
学
』、

『
初
期
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
』、『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』、『
視
覚
芸
術
の
意
味
』、

『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
春
』、『
墓
の
彫
刻
』、
と
代
表
作
を
刊
行
す
る
。
し

か
も
、
版
を
重
ね
、
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
作
品
も
多
い
。
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
の
著
作
活
動
は
、
移
住
前
と
比
較
し
て
、
明
ら
か
に
「
全
大

家
」
と
「
全
時
代
」
の
方
向
に
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ド
イ
ツ
時
代
の
彼
の
仕
事
で
あ

る
。
後
に
ア
メ
リ
カ
で
集
大
成
さ
れ
る
学
問
の
土
台
を
、
幅
広
く
深

く
、
彼
は
そ
こ
で
構
築
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
時
代
の
業
績

一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ド
イ
ツ
語
論
文
集
』（E

rw
in 

Panofsky: D
eutschsprachige A

ufsätze, I/ II. H
erausgegeben 

von K
aren M

ichels und M
artin W

arnke, A
kadem

ie Verlag, 
B
erlin, 1998

）
全
二
巻
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
ア
メ
リ
カ
移
住
前

の
論
文
の
殆
ど
す
べ
て
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
美
術
史
家
と

し
て
の
彼
の
出
発
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
移
住
後
の
著
作

に
は
見
ら
れ
な
い
魅
力
あ
る
論
文
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一

巻
は
編
者
カ
レ
ン
・
ミ
ヒ
ェ
ル
ス
／
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
の

「
序
」、
一
「
中
世
」、
二
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」（
一

～
六
四
九
頁
）、
第
二
巻
は
三
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
」、
四

「
方
法
と
理
論
」、
五
「
献
辞
と
時
事
文
」（
六
五
〇
～
一
一
七
五
頁
）

の
論
文
を
収
め
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一　

中
世

1　

ア
ー
ロ
イ
ス
・
フ
ッ
ク
ス
『
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
の
カ
ロ
リ
ン
グ

朝
大
聖
堂
の
中
庭
［
ア
ト
リ
ウ
ム
］
跡
』
書
評
（
一
九
二
三
年
）

2　

ミ
ン
デ
ン
大
聖
堂
の
西
側
建
築
（
一
九
二
〇
年
）

3　

様
式
史
の
反
映
と
し
て
の
人
体
比
例
理
論
史
（
一
九
二
一
年
）

4　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
大
聖
堂
の
キ
リ
ス
ト
十
字
架
像
と

ル
ッ
カ
の
「
聖
像
」（
一
九
二
三
年
）

5　

ヘ
ル
マ
ン
・
ベ
エ
ン
ケ
ン
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
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刻
』（
十
一
・
十
二
世
紀
）
書
評
（
一
九
二
四
／
二
五
年
）

6　

ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
ツ
ェ
ン
『
十
三
世
紀
の
ド
イ
ツ
彫
刻
家
』
書
評

（
一
九
二
六
年
）

7　

ラ
ン
ス
の
四
巨
匠
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
（
一
九
二
七
年
）

8　

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
「
エ
ク
レ
シ
ア
・
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
芸
術

家
家
系
（
一
九
二
九
／
三
〇
年
）

9　

ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
と
ヴ
ェ
ク

セ
ル
ブ
ル
ク
の
彫
刻
』
書
評
（
一
九
二
四
／
二
五
年
）

10　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ゼ
バ
ル
ド
ゥ
ス
教
会
の
側
廊
入
口
の
浮
き

彫
り
に
つ
い
て
（
一
九
二
九
年
）

11　

北
方
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
古
典
古
代
（
講
演
レ
ジ
ュ
メ
）（
一

九
二
八
年
）

12　

ヨ
ー
ゼ
フ
・
コ
ッ
ホ
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
美
学
に
寄
せ

て
』
書
評
（
一
九
三
四
年
）

13　

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
『
中
世
の
精
神
発
展
に
お
け

る
ジ
ョ
ッ
ト
』
書
評
（
一
九
二
四
／
二
五
年
）

14　
「
ピ
エ
タ
像
」
―
「
受
難
の
キ
リ
ス
ト
」
と
「
仲
介
者
マ
リ
ア
」

類
型
史
へ
の
寄
与
（
一
九
二
七
年
）

15　

G
・
J
・
ケ
ル
ン
『
ユ
ベ
ー
ル
と
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の

消
え
た
十
字
架
像
』
書
評
（
一
九
二
七
／
二
八
年
）

二　

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

1　

古
典
古
代
に
対
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
位
置
（
一
九
二
一
／
二
二

年
）

2　

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
ア
ポ
ロ
ン
描
写
と
バ
ル
バ
リ
に
対
す
る
そ
の
関

係
（
一
九
二
〇
年
）

2
A　

レ
ジ
ュ
メ
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
ア
ポ
ロ
ン
描
写
と
バ
ル
バ
リ

に
対
す
る
そ
の
関
係
」（
一
九
二
〇
年
）

3　

二
篇
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
問
題
（
い
わ
ゆ
る
「
博
士
の
夢
」
と
「
四

人
の
使
徒
」）（
一
九
三
一
年
）

4　

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
芸
術
（
一
九

二
六
年
）

5　

聖
ロ
レ
ン
ツ
ォ
図
書
館
の
階
段
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
未
公
開

ス
ケ
ッ
チ
へ
の
注
釈
（
一
九
二
二
年
）

6　

ダ
ゴ
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
イ
の
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
研
究
』
へ
の
注

釈
（
一
九
二
一
年
）

7　

エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
ン
／
ル
ド
ル
フ
・
ヴ
ィ
ト
コ

ヴ
ァ
ー
編
の
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
書
誌　

一
五
一
〇
―
一
九
二
六

年
』
書
評
（
一
九
三
二
年
）

8　

一
九
一
四
年
以
後
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
文
献
（
一
九
二
一
／
二
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二
年
）

9　

ヴ
ァ
レ
リ
オ
・
マ
リ
ア
ー
ニ
『
パ
オ
リ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
の
フ
レ
ス
コ
画
』
書
評
（
一
九
三
四
年
）

10　

F
・
ク
ナ
ッ
プ
に
よ
る
ハ
ー
ル
レ
ム
の
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
素

描
集
」
新
版
へ
の
注
釈
（
一
九
二
七
年
）

10
A　

新
版
解
説
（
一
九
二
八
年
）

11　

コ
ピ
ー
そ
れ
と
も
偽
造
？　

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
工
房
の
数
葉
の

素
描
批
判
へ
の
寄
与
（
一
九
二
七
／
二
八
年
）

11
A　

コ
ピ
ー
そ
れ
と
も
偽
造
？　

再
考
（
一
九
二
八
／
二
九
年
）

12　

ウ
ベ
ダ
の
ピ
エ
タ　

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
問
題
解
決
へ
の
さ
さ

や
か
な
寄
与
（
一
九
二
七
年
）

三　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク

1　

レ
オ
ー
ネ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
遠
近
法
手
法

（
一
九
一
四
／
一
五
年
）

2　

象
徴
形
式
と
し
て
の
遠
近
法
（
一
九
二
四
／
二
五
年
）

3　

絵
画
の
遠
近
法
に
お
け
る
様
々
な
距
離
構
成
の
考
案
（
一
九
二

五
年
）

4　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
お
よ
び
ア
ル
ベ
ル
ト
美
術
館
の
「
デ
ィ
ス
コ
ル

デ
ィ
ア
［
不
一
致
］」
レ
リ
ー
フ　

一
つ
の
解
釈
の
試
み
（
一
九

二
四
年
）

5　

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
と
の
関
係
か
ら
見
た
ピ
ア
ッ

ツ
ァ
・
デ
ッ
ラ
・
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
の
彫
刻
装
飾
（
一
九
二
〇
年
）

5
A　

ピ
ア
ッ
ツ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
の
彫
刻
装
飾
再

考
（
一
九
二
〇
年
）

6　

ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
シ
エ
ー
ナ
の
大
聖
堂
図
書
館
の
フ
レ
ス
コ
画

（
一
九
一
五
年
）

7　

ヤ
コ
ピ
ー
ノ
・
デ
ル
・
コ
ン
テ
の
一
枚
の
図
案
（
一
九
二
七

年
）

8　

分
か
れ
道
の
老
哲
学
者
（
図
像
学
的
目
印
の
「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ

ン
ツ
［
両
価
性
］」
の
一
例
）（
一
九
三
二
年
）

9　

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
リ
ブ
ロ
』
の
第
一
ペ
ー
ジ　

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
評
価
に
関
す
る
一

研
究
（
一
九
三
〇
年
）

9
A　

レ
ジ
ュ
メ
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
リ
ブ
ロ
』

の
第
一
ペ
ー
ジ
」（
一
九
二
八
年
）

10　

彩
色
ペ
ン
に
よ
る
素
描
に
つ
い
て　

ヴ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス
・
ソ
リ

ス
の
数
葉
と
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
祈
祷
書
の
欄
外
素
描
へ
の

注
釈
（
一
九
一
五
年
）

11　

ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
ス
カ
ラ
・
レ
ジ
ア
と
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の
芸
術
観
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（
一
九
一
九
年
）

12　

レ
ジ
ュ
メ
「
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
の
ス
カ
ラ
・
レ
ジ
ア
と
ベ
ル
ニ
ー

ニ
の
芸
術
観
」（
一
九
一
九
年
）

13　

ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ス
『
ス
カ
ラ
・
レ
ジ
ア
と
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ

の
柱
廊
の
建
築
家
と
し
て
の
ベ
ル
ニ
ー
ニ
』
に
寄
せ
て
（
あ
る
補

足
）（
一
九
二
一
／
二
二
年
）

14　

束
縛
さ
れ
た
エ
ロ
ス
（
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
「
ダ
ナ
エ
ー
」
の
系

譜
学
に
寄
せ
て
）（
一
九
三
二
年
）

15　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
（
一
九
二
〇
／
一
九
七
三
）

四　

方
法
と
理
論

1　
「
造
形
芸
術
に
お
け
る
様
式
の
問
題
」（
一
九
一
五
年
）

2　

芸
術
意
思
の
概
念
（
一
九
二
〇
年
）

3　

芸
術
史
と
芸
術
理
論
の
関
係
に
つ
い
て　
「
芸
術
学
的
な
根
本

概
念
」
の
可
能
性
に
関
す
る
議
論
へ
の
寄
与
（
一
九
二
四
年
）

4　

造
型
芸
術
作
品
の
記
述
お
よ
び
内
容
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て

5　

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
一
九
三
〇
年
）

6　

美
学
と
一
般
芸
術
学
の
た
め
の
第
四
回
会
議
に
お
け
る
討
論
へ

の
寄
与
（
一
九
三
〇
年
）

7　

美
術
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
一
九
二
七
―
二
九
年
頃
）

8　

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
あ
る
い
は
美
と
善
（
一
九
三
一

年
）（
A
・
F
・
シ
ン
コ
プ
の
筆
名
で
）

五　

献
辞
と
時
事
文

1　

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン　

一
九
二
四
年
六
月
二
十
一

日
、
六
十
歳
の
誕
生
日
に
（
一
九
二
四
年
）

2　

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ナ
ー
の
思
い
出
に
（
追
悼
文
）

（
一
九
二
七
年
）

3　

A
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
（
追
悼
文
）（
一
九
二
九
／
三
〇
年
）

4　

グ
ス
タ
フ
・
パ
ウ
リ
（
追
悼
文
）（
一
九
三
一
年
）

5　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ェ
ー
ゲ　

一
八
六
八
年
二
月
十
六
日
―
一

九
五
二
年
十
二
月
三
十
日
（
一
九
五
八
年
）

6　

マ
ッ
ク
ス
・
J
・
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー　

偉
大
な
美
術
史
家
へ

の
祝
辞
（
一
九
五
七
年
）

7　

序
と
補
遺
の
た
め
に
（
ア
ル
パ
ト
・
ヴ
ァ
イ
ク
ス
ル
ゲ
ル
ト

ナ
ー
へ
の
追
悼
文
）（
一
九
六
二
年
）

8　

ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ユ
ー
モ
ア
（
一
九
六
一
年
）

以
上
の
論
文
中
、
ア
メ
リ
カ
移
住
後
の
著
作
に
再
録
さ
れ
た
も
の

（
一
部
あ
る
い
は
多
少
の
改
稿
を
含
む
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



211

＊
『
視
覚
芸
術
の
意
味
』（
一
九
五
五
年
）
再
録
（
ド
イ
ツ
語
か
ら

英
訳
）

一
・
3
「
様
式
史
の
反
映
と
し
て
の
人
体
比
例
理
論
史
」（
第
二
章
）

／
二
・
1
「
古
典
古
代
に
対
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
位
置
」（
第
六
章
）

／
三
・
9
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
リ
ブ
ロ
』
の
第
一

ペ
ー
ジ
」（
第
五
章
）

＊
『
芸
術
学
の
根
本
問
題
』（
一
九
六
四
年
）
再
録
（
ド
イ
ツ
語
の

ま
ま
）

三
・
2
「
象
徴
形
式
と
し
て
の
遠
近
法
」（
第
七
章
）
／
四
・
1

「
造
型
芸
術
に
お
け
る
様
式
の
問
題
」（
第
一
章
）
／
四
・
2
「
芸
術

意
思
の
概
念
」（
第
二
章
）
／
四
・
3
「
芸
術
史
と
芸
術
理
論
の
関

係
に
つ
い
て
」（
第
四
章
）
／
四
・
4
「
造
型
芸
術
作
品
の
記
述
お

よ
び
内
容
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
」（
第
六
章
）
／
五
・
1
「
ハ
イ

ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
」（
第
三
章
）

大
局
的
に
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
移
住
後
の
著
作
で
は
、
バ
ロ
ッ
ク

期
と
そ
の
芸
術
家
（
ベ
ル
ニ
ー
ニ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
）
が
扱
わ
れ
る

こ
と
は
稀
で
、
理
論
に
関
す
る
も
の
も
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

芸
術
理
論
を
集
大
成
し
た
『
芸
術
学
の
根
本
問
題
』
は
、
右
の
よ
う

に
、
刊
行
は
ア
メ
リ
カ
移
住
後
で
あ
る
が
、
所
収
論
文
は
移
住
前
に

ド
イ
ツ
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』
も
、
ア
メ

リ
カ
移
住
後
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
は

ド
イ
ツ
時
代
最
後
の
著
作
『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』H

ercules 
am

 Scheidew
ege

（
一
九
三
〇
）
の
中
で
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い

る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
、「
重
心
移
動
」

（『
ド
イ
ツ
語
論
文
集
』
第
一
巻
「
序
」X

IV

頁
）
が
、亡
命
を
境
に
、

そ
の
前
後
で
行
わ
れ
て
い
る
。

『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』
は
、
全
体
が
二
部
か
ら
成
る
。
第

一
部
「
三
頭
の
肖
像
」
は
〈
ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
的
偶
像
の
シ
ン
ボ
ル
〉
を
副
題
に
、
全
五
章
で
テ
ー
マ
を
論
じ
、

第
二
部
「
プ
ロ
デ
ィ
コ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
で
は
、〈
ド
イ
ツ
お
よ

び
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
の
道
徳
物
語
の
再

生
〉
を
副
題
に
、
全
十
章
で
ヘ
ラ
ク
レ
ス
像
が
分
析
・
解
説
さ
れ

る
。
こ
れ
に
「
付
論
」
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
「
聖
愛
と
俗
愛
」、

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
木
版
画
、
美
徳
と
悪
徳
の
寓
意
、
三
篇
が
続
く
。
全

体
は
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
美
術
研
究
の
成
果
と
言
っ
て
よ
い
。

以
上
、
ド
イ
ツ
時
代
の
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
著
作
と
論
文
は
、
総
じ

て
、
古
典
古
代
と
中
世
キ
リ
ス
ト
教
美
術
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ

ク
時
代
、
と
い
っ
た
西
洋
美
術
史
の
王
道
を
歩
ん
で
い
る
と
同
時

に
、
美
学
理
論
の
考
察
を
緻
密
に
行
っ
て
い
る
。『
ド
イ
ツ
語
論
文



212

集
』
で
は
、
目
次
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
建
築
と
彫
刻
と
絵
画
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
扱
わ
れ
、
個
々
の
論
文
に
お
い
て
は
、
美
術
を
め

ぐ
っ
て
、
文
学
と
思
想
と
歴
史
が
交
錯
す
る
濃
密
な
世
界
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
一
方
、『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』
で
は
、〈
三
頭

像
〉
と
〈
ヘ
ラ
ク
レ
ス
〉
像
を
中
心
に
、
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
が
縦
横
に

実
践
さ
れ
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
美
術
史
を
「
一
般
の
興
味

の
対
象
」
に
し
た
だ
け
で
は
な
く
、「
学
問
ら
し
い
学
問
と
し
て
」

進
展
さ
せ
た
が
、
そ
の
原
動
力
は
、
祖
国
ド
イ
ツ
の
学
問
的
伝
統
に

よ
っ
て
着
実
に
培
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
後
、
そ
れ
は
注
目
さ

れ
る
に
違
い
な
い
。

付
記

＊
『
ド
イ
ツ
語
論
文
集
』
と
『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』
の
中
か

ら
、
筆
者
は
、
神
話
画
を
扱
っ
た
論
文
を
数
点
翻
訳
し
て
い
る
（
本

邦
初
訳
／
図
版
付
き
）。
最
後
に
そ
れ
を
掲
げ
る
。

・「
エ
ウ
ロ
ペ
の
誘
拐
」（『
ド
イ
ツ
語
論
文
集
』
所
収
「
古
典
古
代

に
対
す
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
位
置
」
第
一
章
「
古
典
古
代
の
パ
ト

ス
」
前
半
）（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
』
第
三
十
一
集
、
二
〇
一

二
年
）

・「
束
縛
さ
れ
た
エ
ロ
ス
―
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
「
ダ
ナ
エ
ー
」
の
系

譜
学
に
寄
せ
て
」（『
ド
イ
ツ
語
論
文
集
』
所
収
）（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
研
究
』
第
三
十
二
集
、
二
〇
一
三
年
）

・「
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
〈
聖
愛
と
俗
愛
〉
の
解
釈
に
寄
せ
て
」

（『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』
所
収
）（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研

究
』
第
三
十
三
集
、
二
〇
一
四
年
）

・「
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
〈
騎
士
の
夢
〉
と
そ
の
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ

ラ
ン
ト
『
愚
者
の
船
』
に
対
す
る
関
係
」（『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク

レ
ス
』
所
収
）（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
』
第
三
十
四
集
、
二
〇

一
五
年
）

・「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
〈
ヘ
ラ
ク
レ
ス
〉」

（『
分
か
れ
道
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
』
所
収
）（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研

究
』
第
三
十
四
集
、
二
〇
一
五
年
）


